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鹿
行
Ｄ
Ｍ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

負
担
金
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
か

負
担
金
の
額
は
鹿
行
５
市
で
均
等
で
す
。
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
着

地
型
の
旅
行
商
品
・
民
泊
・
新
電
力
の
販
売
・

地
域
商
社
事
業
（
お
菓
子
や
純
米
原
酒
な
ど
新

商
品
の
開
発
及
び
販
売
）・「
鹿
行
ナ
ビ
」（
エ

フ
エ
ム
か
し
ま
と
連
携
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

て
鹿
行
地
域
の
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

情
報
発
信
）
の
６
つ
と
な
り
ま
す
。

企
業
誘
致
活
動
費
補
助
金

　
　
補
助
金
の
内
容
は

本
市
に
立
地
す
る
北
浦
複
合
団
地
等
を
中
心

に
し
た
企
業
誘
致
活
動
の
た
め
の
団
体
に
対
す

る
補
助
と
な
り
ま
す
。
企
業
へ
の
訪
問
や
他
市

と
連
携
し
て
行
う
Ｐ
Ｒ
、
茨
城
県
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
出
展
な
ど
の
活
動
費
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
過
疎
化
の
点
も
含
め
、
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

実
践
的
英
語
能
力
育
成
事
業

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人
数
や
配
置
先
、
成
果
に
つ
い
て

各
小
学
校
と
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
１
名
配

置
し
て
お
り
、
現
在
７
名
（
英
語
を
母
国
語
と

す
る
方
。
市
の
直
接
雇
用
４
名
と
委
託
に
よ
る

派
遣
３
名
）
が
活
動
中
で
す
。
令
和
２
年
度
に

小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
に
な
り
、
小

学
５・
６
年
生
に
は
外
国
語
が
教
科
化
さ
れ
、

小
学
３・
４
年
生
に
は
外
国
語
活
動
が
必
修
化

さ
れ
ま
し
た
。
英
語
を
聞
く
力
、
話
す
力
と

い
っ
た
実
践
的
英
語
能
力
が
こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置

は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設
年
次
点
検
整
備
及
び

修
繕
工
事
設
計
監
理
業
務
委
託
料

　
　
委
託
の
内
容
は

年
度
ご
と
に
、
委
託
費
の
中
で
焼
却
施
設
の

年
次
点
検
業
務
の
予
算
計
上
を
し
て
い
ま
す
。
点

検
の
中
で
不
具
合
や
異
常
箇
所
が
あ
っ
た
場
合

は
、
機
械
等
の
部
品
の
交
換
及
び
更
新
を
行
い

施
設
の
延
命
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

処
理
施
設
修
繕
計
画
書
に
基
づ
き
、
設
計
等
の

委
託
業
務
を
締
結
し
、
計
画
的
な
修
繕
工
事
を

実
施
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

予算決算特別委員会審査報告

　令和２年度の一般会計、各特別会計、水道事業
会計及び下水道事業会計の決算は、10 月（令和
３年第３回）定例会において予算決算特別委員会
に付託され、10 月 26 日から 28 日の３日間で
審査されました。
　審査においては、市政全般にわたり多くの質疑
があり、その結果、全ての会計において認定され
ました。
　ここでは、質疑の内容を抜粋してお知らせし
ます。

決算審査について

日程／令和３年 10 月 26 日～ 28 日　　委員長　栗原 繁
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②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
事
業
の
電
源
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
整
備
工
事
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

教
育
相
談
事
業

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
不
登
校
な
ど
の
児
童
生
徒

が
増
え
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
事
業
に
関
わ
る
相
談
員
及
び
相
談
件
数
は

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ポ
プ
ラ
」（
旧
津
澄

小
２
階
）
に
教
育
相
談
員
を
５
名
配
置
し
て
い

ま
す
。
相
談
員
は
、
ポ
プ
ラ
で
の
学
習
支
援
の

ほ
か
、
小
中
学
校
を
巡
回
し
、
教
員
や
児
童
生

徒
の
様
子
を
伺
い
、支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
相
談
件
数
は
、
電
話
相
談
が

１
２
１
件
、
訪
問
相
談
が
２
８
０
件
で
し
た
。

土
木
総
務
事
業
費

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
負
担
金

（
県
事
業
へ
の
負
担
金
）

　
　
現
在
対
応
し
て
い
る
箇
所
は

国
補
事
業
と
し
て
山
田
地
区
１
カ
所
、
県
単

事
業
と
し
て
本
宿
地
区
と
内
宿
地
区
の
２
カ

所
で
す
。

福
祉
バ
ス
の
予
約
や
申
請
受
付
、
運
行
業
者

の
手
配
、
バ
ス
の
維
持
管
理
を
含
め
た
業
務
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
バ

ス
の
運
転
業
務
を
市
内
に
あ
る
民
間
の
バ
ス

会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
費

主
屋
燻く

ん
じ
ょ
う蒸
委
託
料

麻
生
藩
家
老
屋
敷
記
念
館
に
お
い
て
、
燻
蒸

は
年
に
何
回
程
度
実
施
し
て
い
る
か

記
念
館
の
か
や
ぶ
き
屋
根
に
対
し
、
年
に
６

回
（
２
カ
月
お
き
）
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
費
補
助
金

②
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

施
設
整
備
費
補
助
金

　
　
充
当
先
は

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
事
業
の
、
児
童
・
生
徒

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費
等
、
家
庭
学
習

の
た
め
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
購
入
費
、
ウ
ェ

ブ
カ
メ
ラ
等
購
入
費
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
配
置
支
援
費
用
と
な
り
ま
す
。

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金
（
繰
越
明
許
分
）

繰
越
明
許
分
の
内
容
は

令
和
元
年
に
襲
っ
た
台
風
15
号
と
台
風
19

号
に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
対
す
る
補
償
等

の
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
補
償
対
象
に
つ
い

て
は
、
台
風
15
号
は
１
０
８
件
、
台
風
19
号
は

３
件
と
い
う
こ
と
で
交
付
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
使
用
料

　
　
交
付
状
況
及
び
件
数
は

令
和
２
年
度
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
状
況
は
、
住

民
票
３
６
３
通
、
印
鑑
証
明
書
３
４
０
通
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
総
務
事
務
費

福
祉
バ
ス
運
転
業
務
委
託
料

　
　
委
託
の
内
容
は

▲

予算決算特別委員会
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